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         〔特 別 掲 載〕

                     （東女医大誌第29巻第11号頁955－968昭和34年11月）

去勢尿のゴナドトロピン作用について

東京女子医科大学薬理学教室（主任小山良修教授）

   原   田   住   江
   ハラ       ダ       スミ       エ

    （受付昭和34年10月1日）
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 先に当教室の左近1）は去勢婦人尿の研究を行

い，その生物学的有効成分は下垂体性の性腺刺激

ホルモンであることを証明し，更にこれを妊婦尿

と比較して異なる生物学：的特徴のあることを述

べ，抽出法として65％アセトン法を考案してい

る。今回，私はその後の問題として抽出物の精製，

更に妊婦尿との比較を追求し薪知見を得たので報

告する。

         実   験

 1 実験材料及び方法

 A 実験材料

 1） 去勢婦人尿

 卵巣疾患により卵巣易i“．・ 1，r，術を受けた2人の婦人の早

朝尿を用いた。

 去勢尿Aは32才未婚。両側卵巣皮様嚢腫で両側卵巣

捌出術を8年前に受けている。この人の分を主に使用

 した。

 去勢尿Bは35才未婚。7年前に出血性子宮症，強度

の黄体嚢腫，壁内性子宮筋腫で附属器別出と子宮膣一ヒ

部切断術を受けている。この人の分を補助的に用い

た。

 2）妊婦尿
 正常妊娠1～6ケ月の5人（C，D， E， F， Gと

して）の早朝尿を使用した。これを妊婦尿C，D， E，

F，Gとする。

 3）正常婦人尿

 対照用として20才健康未婚婦人2人の月経後の早朝

尿を適時使用。

 実験期間は昭和30年9月より34年2月迄に行ったも

のである。

 4）実験動物

  ラッbは本教室一定飼育管理下のWistar系及び

Wistar－King A系の体重2009前後の雌成熟ラッ｝

を使用。

 マウスは動物商より購入の市販の雑系15～209の

 雌成熟マウスと7～109の雌未熟マウスを使用。

Sumie HARADA （Department of Pharmacology， Tokyo Women’s Medical College） ： The gonadotro－

phic action of castrate urine．

                    “一 955 一
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 B 実験材料の調製及び効力検定

 1）原尿
まず被検去勢婦人A及び浄め尿，妊娠婦人C，D，E，

F，Gの原尿について，先に左近9行った方法に従い

マウスの100時間法で（1回．0．3cc，全量1．5cc注

射）有効成分の有無を検したところ両者共有効成分を

認めた（表1）。

表1 原尿注射（100時間法）

表  3
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 2）粉末

 上記の如く各々に有効成分を認めたので，左近が去

勢尿について行ったと同様な方法で去勢尿，．妊婦尿双

方共65％アセ〉ン粉末を作製した・   一 ・

 これ迄，妊婦尿を粉末にする場合は一般に安息香酸

沈澱法が用いられており，その他には他の有機溶媒に

よる沈澱法，アルカロイド試薬による沈澱法，限外濾

過法，吸着法など種々な方法が試みられて来たが，

2）5）4）5）6）去勢尿粉末と比較する為に前記の如・く

65％アセトン法によった。、アセ・トン沈澱法は簡便であ

る上に，去勢尿に対しては安息香酸沈澱法はpHの関

係で無効であることがすでに左近により証明されてい

るので去勢尿，妊婦尿両者同方法で作製した粉末につ

いて比較検討を行うtめに，妊婦尿にもこの方法を採

用したのである。

 すなわちこの糧末の有効量を用いれば去勢尿，妊

婦尿共原尿を用いた場合と同程度の結果を得（表2）

’s 表2 抽出粉末注射（100時間法）
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十

かつ大量：を用いても毒性なく，殊に妊婦尿における出

血点は一層著明に現われるのを認めた。

 処理総量は去勢尿60．7しから65％アセトン粉末

1919を，妊婦尿22・2しから同じく65％アセ｝ン粉

末96．5gを収得し7こ（表3）。

 効力の検定は原尿の時と同様マウスの100時間法で

 1回0．3cc全量1．5ccの中に所要量が含まれる様｝こ

各腫の量の粉末を蒸溜水に溶解して雨止のVウスに注

射した。この場合，最少有効量を1単位とした。去勢

尿の1単位相当量は原尿相当5．5cc，妊婦尿の1単位

相当量は原尿相当0．4ccであった。以後の実験の際

には，有効かつ充分な量として各5単位つつを使用し

 た。

  以上に述べた抽出物は粗製主面であって燐酸塩その

他の爽雑物を多量に含有するが，動物実験に使用する

際には水溶液となし濾過して使用すれば何等支障はな

い。精製物質を使用する場合は，実験に際してその都

度作製した。すなわち保存に際して粗製粉末のまま放

置する方が精製粉末とするよりも効力の減退を来たさ

ない（3年閤保存するも殆ど効力の減退はない）。以

上のことを顧慮して本実験にはこの粗製粉末を主とし

て使用した。

 去勢回申にEstrogenを含まないことはすでに左近

が証明している。すなわち去勢尿及び去勢尿粉末の大

量を去勢動物に注射してもスミア（膣脂膏）所見は発

情像が見られないということは，去勢尿中lc Estrogen

を含まないことを意面し，去勢尿中の発情させる成分

はEstrogenではないことの確証としている。これに

反し妊婦尿原尿には明らかにEstrogenが含有されて

いるが，これを65％アセトン処琿による妊婦尿粉末に

はEstrogenは含まれていない。すなわち去勢マウス

に妊婦原尿5cc～20cc当りの粉末，去勢ラッNこは

同じく原尿25cc～100㏄当りの粉末の大量を注射し一

方，予めエーテル｝こより妊婦尿のEstrogenを除去し

た原尿注射を対照として比較した成績はいずれも陰性

であって，65％アセトン処理の過程中において妊婦尿

申のEstrogenは除去されていることを確認した。

 H 実験成績

 実験の判定に際してスミア所見は小山・中尾法

（1954）7）に従った。

 剖検に際しては軽くエーーテル麻酔後薦碧して屠

殺。各臓器を秤量し，ラットは体重100g当り1こ，

マウスは体重109当りに換算して1群毎に平均価

を算出した。特に卵巣，子宮の肉眼的所見に注目
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し7こ。

 組織所見は剖検所見により著明な変化を認めた

ものについて組織標本（ヘマトキシリン・エオジ

ン及パス染色）を作製した。

 A 連続投与実験

 1）正常動物

 正常ラットに去勢尿粉末或いは妊婦尿粉末を連

続注射すると両者共にスミア所見は不規則とな

り，正常な性周期を示さなくなって発情像が長く

問期が短かくなったり周期の順序が乱れたりす’

る。

 剖検所見において卵巣，子宮は両者共充血肥大

し殊に妊婦尿粉末において著しい。妊婦尿粉末で

は卵巣に出血点が多数必発する。胸腺は妊婦尿粉

末注射の際は異常に縮少した。一般に胸腺は去勢

すると増量するのに対し，各粉末共注射すると縮

少の傾向にある。これを重量の大なるものの順に

列挙して表4に示した。

 包皮腺は去勢すれば萎縮し，去勢尿粉末或いは

妊婦尿粉末を注射すれぽ更に縮少する。正常動物

に去勢尿粉末，妊婦尿粉末を注射した時も縮少の

傾向にあるが，特に去勢尿粉末注射は去勢動物

（対象として食塩水注射）程度に迄縮接する。大

きさを比較すれば表4，表5のごとくである。副

腎及下垂体の重量比較も表4，表5に示しt：。

表4 正常及去勢動物の抽出粉末連続注射

  による臓器重量比較

胸腺諜〉鑑〉，講〉欝轟〉鵡

  水 粉末粉末水 粉末粉末  F

llk皮諜〉燕〉諜〉蕩〉講〉學

副腎

下垂
体

L

               去勢尿
水 粉末水 粉末粉末粉末

轟〉鵡〉縫〉欝霧聴講

粉末粉末水 水 粉末粉末
．臨〉藷〉蕩〉諜〉蕩〉女欝

水 粉末粉末水 粉未粉末

 組織所見としては：

 子宮：正常ラットに妊婦尿粉末を連続注射した

ものは内腔が長期に亘り著しく広がったため上皮

細胞は圧平され雛壁が消失している。又，基底細

胞は殆ど見当らず腺も退化的で筋層も圧平されて

・いる（図1）。去勢尿粉末注射のものは実質的な

1肥大がある（図2）。

 去勢ラットの子宮は無処置（図3）も注射後

（図4，図5）も全体的に萎縮像を示しており上

皮細胞も萎縮的で腺細胞に退化が認められる。特

に妊婦尿粉末注射のもの（図5）が一番萎縮が強

いように見えろ。

 卵巣：妊婦尿粉末を注射したものにおいては新

しい黄体，出血，多数の原始卵胞，卵子が見られ

黄体の中心に遺体となるべき結締織の部分が出現

しているものもある（図6）。去勢尿粉末では大

きな黄体ができるが出血は見られない（図7）。

 包皮腺1去勢ラットにおいては細胞そのものが

変化して萎縮像を示し（図8），殊に去勢して去

勢尿粉末を注射したもの（図10）が：最もi萎縮が著

明である。（正常ラットに食塩水注射（図9），

妊婦尿粉末注射（図11）と比較）。

 2） 下垂体性出動物

 有効物質は下乗体性のものであるか否かを確か

めるために，下垂体別当ラットに対する実験を行

った。まず小山理法8）によって，圭として体重

200g前後のラットの下垂体艶出を行って，捌出

症状の現れたものに去勢尿及び妊婦尿のアセトン

粉末の各5単位を20日聞連続注射して比較研究し

た。対照として下垂体捌出ラットに食塩水注射を

行った（表6）

 すなわち，下垂体捌出ラットに妊婦尿粉末或い

は去勢尿粉末を注射したものでは，スミア所見は

角化期陽性が凡そ4日目頃より発現して死に至ろ

迄継続し，下浮体捌出ラットに食塩水を注射して

陰性に終っているものと比較すれば，両者共ゴナ

ドトロピン様作用を有することは明らかである。

 ただし，下垂体感出ラットに去勢尿粉末注射を

行ったものにおいては，スミア，剖検所見（後述）

共に明らかな陽性を示すに反し，妊婦尿粉末注射

においてはスミアは陽性となるにもかかわらず）’

剖検時卵巣，子宮に著明な変化を見られぬことは

両者共Gonadotrophicのものではあるが明らか

にその作用に差異のあることは注目すべきことで

ある。

 なお，この正常動物及び下垂体劉出動物に対す

る連続投与量は妊婦尿粉末，去勢尿粉末共に原尿

に換算すれば非常に大量となるように用いたので

一 9S7 一
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表5 正常及去勢動物の抽出粉末連続注封による臓器重量

試置
 器mぼ＼

胸   腺

副   腎

下 垂．体

卵   巣

子   宮

包皮腺

正

  十

食塩 水

剃正

106 ± 16．2

21 ± 1．0

3士 0．7

29土 L4

208土 7．1

38士 3．7

   常
  十

目 勢 尿

92土11．0

25 ± 2．0

5± O．4

55土 7． 5

262 ± 6．8

26 ± 2．8

正

  十

妊婦尿

常1去 勢

  十

食 塩 水

35土 8．4  180土15，3

21 ± 2．4

5± O．6

120士11．3

334土 8．1

33士 2．6

20士 1．4

5士 0．5

46 ± 2．0

28士 1．0

去  勢i去
  ． …

去 勢 尿

115士15．4

18士 0．4

5±二 〇．6

32士 2．8

22士 1．4

   勢
  十

妊婦 尿

112土 8．9

14士 1．4

4± LO

29土 3．3

19 ± 2．2

表6 抽出粉末連続注射（下垂体別出ラッ｝）

スミア所見

下

垂

体・
易［J

出

正

常

妊婦二丁末，角化期連続

，去勢尿粉末 角化期連続

正常尿粉末ヨ間道連続

食塩水 P間期連続

妊婦尿粉末

去勢血粉末

不規 則

不規則

剖 検所 見

鷺鼻博論充盛

．．［体）
1肥大）

甘

十

山

門

十

十

柵

福

塩

あるが，正常婦人尿も同じく65％アセトン抽出法

で処理して粉末を作り，同様に下垂体親出ラット

・に原尿20cc当り10日間連続注射をしたがスミ

ア，剖検所見共に陰性であった。

 組織所見

 子宮：図12は対照として正常ラットに食塩水注

射を行ったものの子宮である。図13は下垂体別出

ラットに正常婦人尿粉末を注射した子宮で萎縮が

高度である。図14は』ド垂直別出ラットに妊婦尿粉

末を注射したもので図13，図14共いずれも体重

2009前後のラットであるが妊婦尿粉末注射の方

が太く，腺様組織も前者より多く，正常ラット

（図12）に近い所見を示す。

 この図12～14と，図15の下垂体二三ラットに去

勢尿粉末を注射した子宮を比較すれば実に著明な

差異が見られる。すなわち図15では内腔が最も拡

：甘し周囲は数倍に太くなるが壁は非常に薄くな

る。上皮下及び結締織に細胞の浸潤を認める。ス

ミア所見は前述のごとく角化期連続を示すにもか

かわらず，腺様組織も殆ど認められずこのように

萎縮像を示すことは半月余も水様内容を充満さ

せ極度の緊張状態にあっtこためと思われる。

 卵巣：図16は下垂体別記ラットに正常婦入園粉

末を注射した卵巣で，全体として戸々萎縮し陳旧

弊の黄体が見られる。図17は下垂体別出ラットに

去勢尿粉末を注射したもので，多数の成熟卵を認

める。図18の下垂体別出ラットに妊婦尿粉末を注

射したものは，血管の拡張な著しく，黄体細胞は

退行変性しつつあるもののようである。

 剖検所見，組織標本のいずれにおいても下垂体

捌出ラットに妊婦尿粉末を注射したものは，正常

ラットに注射した分合のような出血点は認められ

ない。

 3） 下垂体型深に去勢を併せ行った動物

 体重2009前後のラットに2）の実験の時と同じ

く小山氏法で下垂体平出を行い，別出症状のあら

われたものに更に卵巣易咄を施し，20日聞経過し

たものに去勢尿粉末及び妊婦尿粉末を各5単位づ

っ10日間連続投与した。使用ラットは12匹で結果

は表7に示すごとくスミア剖検所見共陰性であっ

た。

表7 抽出粉末連続注射（下垂体捌出十去勢ラッ｝）

去粉
勢
尿末
野粉
婦
昼末

スミア所見

間期連続

間期連続

剖  検  所  見

卵  巣
咄』血点）

卵  巣
（充血，肥

大，黄体）

子  宮
（充血，肥

大）

組織所見：図19は下垂体別出に卵巣捌出を併せ
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行ったラットに妊婦尿粉末を注射した子宮，図20

は同じ条件に去勢尿粉末注射をした子宮である。

両者共，萎縮が極めて高度で，これを図21の正常

ラットに正常婦人尿粉末を注射して丁度角化期に

当った時の子宮に比較すれば非常な差異が見られ

た。

 B 精製及び動物実験

 以上の実験により去勢尿粉末及び妊婦尿粉末に

はゴナドトロピン様の物質が含まれていることを

証明したが，両粉末の動物実験にわける差異は含

まれるゴナドトロピンの質的或いは量的の差によ

るのではないかと老えられる。そこで両粉末を精

製し，化学的にその差異を検索することを試み
アこ。

 1）精製物質

 去勢尿及び妊婦尿の65％アセトン粗製粉末を少

量の蒸溜水に溶解し，セロファン膜をとおして蒸

溜水に対し透析する。外液中に析出する燐酸塩は

M／3塩化第二鉄溶液を滴下して白濁するをもっ

て検し，白濁しなくなったら内液を炉過，この炉

液に65％アセトンを加えて再沈澱し，遠沈してア

セトン，エーテルで洗い，乾燥粉末とする。収量

は約5％である。すなわち平均収量は粗製粉末各

々109より去勢尿精製粉末0．429，妊婦尿精製

粉末0．509であった。この程度の精製では表8に

見られるごとく，なお爽雑物をふくんでいるが，

古紙電気泳動実験に供するには充分であった。

表8爽雑物成分分析表

卜＼購緬dll巌ヲd繍d1酬

表勢尿
粉 末

妊婦尿
粉 末

透析前

透析後

45． 0 16． 65

O． 709 2． 49

  1

翻前｝，、．3臨7

透析後 O． 52 O． 292

。ユ、，1 ，，．92』＆、

  1－r’rTl

璽Ll畳望竺層
  l  i
O． 292 32． 36 56． 7

  1
0． 030 ?O． 181 O． 476

2） 炉紙電気泳動

a）実験材料及び方法9）10）

 装置は小林式濾紙電気泳動装置A型（水平式）を使

用し，濾紙は東洋濾紙No．51丁目Whatman No，1

（12×26cm：水平部分16cm）を用いた。

 緩衝液はベロナール（ベロナっレ，ぺロナールナ｝

リウム，pH 8。6），酢酸べPtナール （べnナvレナb

リウム，酢酸ナ｝リウム，酢酸，pH 8．5）及び酢酸

 （酢酸，pH 1． 7）の3種類を用いた。

  試料として去尿勢及び妊婦尿の精製粉末の一定量

 をなるべく少量の緩衝液に溶解し遠沈して上清をとり

 1回の泳動に0，02cc （原尿相当約200 cc）を使用し

 た。また標準物質としてシナホリン（帝国臓器）は1

 回の泳動に10家兎単位，プベローゲン（友田製薬），

 フィゼックス（レオ），アンテックス（レオ），セn

 トロピン（帝国臓器）はそれぞれ500単位を用いた。

  方法は定電圧 （250V）定電流 （濾紙1枚当り6

 mA）で酢酸緩衝液の場合は3時間，酢酸べロナーフレ

 は5～6時悶，ぺmナーフレは8時間1永動を行った。泳

 動後は100。Cの乾燥器で20分間乾燥した後， Ami－

 doschwarz 10 B， Bromphenolblue （BPB）， Schiff

 試薬，Ninhydrin試薬及びOrcino試薬で染色或は

 発色を行った。

  生物学的検定の際はべPナーノレ緩衝液で泳動した。

 あらかじめ濾紙一ヒに原点より泳動方向に1cm毎に13

 の分劃に分けて印をつけておき，原点において両端1

 cmずつを残して長さ10 cmに線状に試料をつけ，泳

 晶晶乾燥すろことなく各分劃を切りとり，稀アンモ＝

 やを滴下しナこ蒸溜水で抽出し，二三毎に生物学的検定

 を行った。

 b）実験成績

 酢酸緩衝液では両粉末共，陰極方向へ移動し，

Amidoschwarz 10B， B P B染色で去勢尿粉末

は不明瞭ながら3成分に分離した染色帯を認め，

妊婦尿粉末では明瞭な1成分を認めた。シナホリ

ンは2成分に分離した。酢酸緩衝液の場合は泳動

速度が大きく，分離が明瞭であるが，特に去勢尿

において生物学的活性度が落ちるので，下記の生

物学検定には使用出来なかった。

 べPtナール及び酢酸ベロナール緩衝液では去勢

尿粉末も妊婦尿粉末も殆ど同じ位置に前者はやは

り不明瞭ながら3コ，後者は1コの染色帯を認め

た。酢酸べmナールと比較すればベロナールの方

が時間がかかるがより明確な染色帯を得ることが

できる（図22）。

 しかし標準物質との一致はどの緩衝液を用いた

揚合にも，どの染色試薬を用いた場合にも得られ

なかった。また標準として用いたアンテックスと

セロトロピンはFSH様物質と添えられるが，互

にその染色帯は一致せず，フィゼックスとプベロ

ーゲンはLHに相当すると考えられるが，その染

色帯も互に一致しなかった。またシナホリンは

LHとFSHの両成分をふくむものとして使用し

たのであるが，その染色帯も他の標準物質の染色

一 95」（ 一一一
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表9 去勢尿粉末，妊婦尿粉末及びシナホリンの濾紙電気泳動法による各分籍の有効成分の検定

1＼ 劃
臓器
重量m

シ’ナホ リ ン

去勢尿意末

子  宮

島卵巣

左卵巣

子  宮

右卵巣

左卵巣

1 2 3

17．3 ± 1．7

3．2± O．3

3．2士0．3

4 5 6

29．6±2．21・ 37．6±4．11 18．6±2．2

    1 一 一r一 」l

         5．2士0．75．2±O．8     5．6±O．7
    1
5．3±0．9 5．9±0。9  5．4士0．5
    1 v’v－v’vi

9．1士0．8

3．8士0．1

3．8土O．1

9．0士1．6

      子  宮

妊婦尿粉末右卵巣

      左卵巣

      鱒

シナホ リ ン

子  宮

右卵巣

左卵巣

10． 0士1．2

4．3土0．2

4．6土0．3

25，7土3．1

6．1土0。9

5．9土0．6

30．7土4．1

7．2士0．5

7．1士0．4

5．5ま：0．5

5，6士0．3

t

26．5士3．5

6．7土0，3

5．7土0．8

7

去勢尿紛末

36．3±5．3

6．4土0．5

6．5士0．6

10．0±1．0

4．5士0．4

4． 5±O． 4

10 11

13．2±2．7

4．1士0．4

4．1土0．4

8

子  宮

右卵巣

左卵巣

      1子 宮

妊婦尿粉末1右卵巣

      1左卵巣

ユ7．0士2．4

4．7士0．6

4．8土0．3

12，5士0．2

4．7士0．6

4．8± O．4

11．6士2．3

9

25．3士1．3

4．7±O．9

4．4± O．6

17．6± 2．8

4．8士0．4

4．8土0．4

11．0士0．1

3．9＝と0．4

3．9± O．4

12．3± 1．4

4．4± O．4

4．6±O．2

9．0士0．1

2．8±O．2

3．1＝と0．1

9．9土1．0

3．5± O．5

3．8士0．4

12 13

4．5士0．5

4．6±O．6

18．6 ± 2．2

4．3士0．8

4．5士0。9

9．1土0．6

3．5 ± O．2

3．5土0．2

帯との一i致をみることはできなかった。

 次に生物学的検定法すなわちマウスのエ00時間

法により，泳動後どの二二に有効成分が存在する

かを検討した。標準物質としてはシナホリンを使

用しt。泳動後炉紙の上下両端を各1cm巾に切り

はなし，BPB及びAmidoschwarz 10Bで染
色し，生物学的活性度を示す分劃を比較した結

果，去勢尿粉末では常に染色帯より後の部分，妊

婦尿粉末では常に染色帯より前の部分に両者共染

色帯よりかなり離れて有効成分をふくむ分劃のあ

ることを知った。すなわち去勢尿粉末では第9～

10分劃を抽出した液をマウスに注射すれば，卵巣

（出血点なし）の変化に比して著しい子宮重量の

増加を見ることにより有効成分の存在が証明さ

れ，妊婦尿粉末ではほぼ第4～5分劃の浸出液に

4．8士2．1

4．2士0．2

4．1 ± O．2

より多数の出血点，黄体を伴う卵巣及び子宮の充

血肥大，重量増加により明らかに有効成分の存在

が証明された（図23），（表9）。

 これをシナホリンと比較すると，シナホリンの

第4分劃の部分は妊婦尿粉末と同様に卵巣の出血

点：及び卵巣，子宮の充血肥大が認められ，第9分

劃では去勢尿粉末の場合と同じく卵巣，子宮の刺

源像が認められた。なおその他に，第7分劃に卵

巣，子宮の著しい重：註記－加：及び刺激像をみたので

あるが，これは第4～5分劃と第9分劃の有効成

分が重なり合った部分に相当するものと考えられ

る（図 “’t L・士）（但しこの際，精製及び泳動手技の関

係で去勢尿粉末も妊婦尿粉末も同じ量を泳動した

が，実際の有効：量の点から云えば1単位相当量は

両者間に表3に見られる差異がある。よって表9
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一隻’

ベロナール緩衝液  泳動方向→  8時間泳動

z  3  チ  s
 ス
6’t；9

 ト

？ 2 ／O ／／ t2 x3 ＋x

去勢尿 ［M＝［［Q］ va，

・ 誉，

            （由旬

。、・・6勧り〃！ノμ ノ3 十

妊婦尿 EtuZmo M Dl
        編書力鋤
         （繊移り

図23両型粉末の有効成分の位置比較

シナホiJン

   ・q nナール緩衝液 泳動方向→ 8時間泳動

一際…  s一・9・・i’・〃／・ ／・＋

M fimoavZ［luaZ］［ua
        宥晃膿㈹癩 騙   伽田

図24 シナホリンの有効成分の位置

の子宮重量の項は用いた去勢尿粉末の有効成分が

他に比し少いため，子宮重：量そのものを妊婦尿粉

末或いはシナホリンと比較するということは妥当

ではない）。

 以上の有効成分の分劃は上記のいずれの発色試

薬でも発色せず，有効成分の位置を適確に示す試

薬を見出すことはできなかった。

        考   寮

 以上の実験成績より見ると，去勢尿と妊婦尿と

の差は去勢尿ではFSH作用が強いのに対し，妊

婦尿ではしH作用が大半であることである。この

事は左近の報告その他諸氏の研究により承認され

ている事実である。私の実験において去勢尿の著

明な作用としては，下乖体捌出ラットに去勢尿粉

末を連続注射した場合に，子宮壁は長期の異常な

る拡張によって組織像はかえって萎縮をさえ示

し，スミァ，剖検所見共に明かな陽性を示すのを認

めた。之に対し妊婦尿粉末を下垂体別出ラットに

連続注射した場合は，スミアは陽性になるにも関

tWず。剖検時卵巣，子宮に特別著明な変化が見られ

なかった。すなわち，両者共同じくGonadotro－

phicの作用を有するがそこに大きな差異のある

ことを思わせる。

 ここにつけ加えることとしては包皮腺について

は報告が少なく，又結果もきわめてまちまちであ

る。中尾（1957）11）はマウスに対しAndrosten－

dio1を投与して著明に増大するを見ており， Nσ一

ble， Collips（1941）が粗製下垂体抽出物を注射

して増大せしめたことと，去勢についての影響は

Korenchevsky， Dennison及びSimpson（1935）

は20～40％減少すると云い，：Noble， Collips（19

41）は影響なしといったことを併せ述べている。

私の実験では去勢により：重量は約20％減じ，妊婦

尿粉末，去勢尿粉末注射はいずれも滅少した。

 ゴナドトロピンを化学的に検定しようという試

みはCrooke， Butt et a1（1952）12）により実：施

され，その後炉紙電気泳動法の発展に伴って我が

国においても梶原15），松島14），／1、西等15）16）によ

り別紙電気泳動法が妊婦尿や標準物質に応用され

ている。私は去勢尿粉末及び妊婦尿粉末について

この：方法を用いて，両尿を比較検討する一助と

し，あわせて他のゴナドトロピンとも比較した。

炉紙電気泳動法による物質分離の場合泳動炉紙を

染色した結果からは去勢尿粉末と妊婦尿粉末との

染色帯の位置には判然とした差異を見出すことは

困難であり，また標準物質の染色帯の位置とその

生物学的活性との関係を一致させることはできな

かった。恐らくこの方法は今後なお検討を要する

であろう。ただし，泳動後の炉紙を抽出して生物

学的検査を行った時，有効成分を含む部分は妊婦
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尿においては常に染色帯の前，すなわち原点寄り，

去勢尿においては染色帯の後にあることを認める

ことが出来た。

 FSH， LH，2成分の共存するシナホリンを

泳動すると2成分に分離して生物学活性を示す

が，出血点の現れる第4，第5分劃はLHに相当

するのであろうし，子宮の大となる第9分劃は

FSHに相当するのであろうと思われる。従って

これをもってみれば前者と同じ場所に同様の活性

を示す妊婦尿粉末はLH作用が主であろうし，後

者と同じ場所に同様の活性を示す去i勢尿粉末は

FSH作用が主であろうと考えられる。その他に

個々にとっては主なる活性を示す部分ではなくて

僅かな効力が存在するのみであっても，LH， F

SH両作用がお互に重なり合う場所では第7分劃

においてみられるように著明な子宮及卵巣重量増

加を来たすので，之は成害に記載されている如く

両者の協調作用によるものと思われる。

         結   論

 1） 去勢婦人尿，妊婦尿ともに65％アセトン抽

出物質中にはEstrogenは含まれていない。

 2） 去勢記入尿及びその抽出物質のゴナドトロ

ピン作用は妊婦尿のものと異なり，動物に連続注

射した場合に子宮拡大著明，卵巣成熟卵胞著明を

i現わした。

 3）下垂体特出動物に対しては去i勢婦入尿及び

妊婦尿中の物質はゴナドトロピン作用を有する

が，下垂体学習と去勢を併せ行った動物に対して

は，その作用は発揮されない。

 4）去勢婦入尿及び妊婦尿のアセトン粉末を精

製し炉紙電気泳動法により作用物質の確認を試み

た。

 稿を終るに臨み終始御懇篤な御指導，御校閲を賜わ

 りました小山良修教授及び教室の諸姉に謹んで感謝の

意を表します。爾有益な示唆と御助力を頂いた東邦大

小西行男氏，帝国臓器松島早苗氏，慶大工藤愛子氏及

び本学解剖学教室の諸姉に深甚なる謝意を表します。
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図1：子宮（正常ラッ〉十妊婦尿粉末連続注射）     図2：子宮（正常ラッ〉十去勢尿粉末連続注射）

 H．E．染色100X                  H．E．染色100×

…・馨ゴ岬譲畿

  図3：子宮（去勢ラット 無注射）

   H．E．染色100×
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図4：子宮（去勢ラット十去勢泉粉末連続注射）    図5：子宮（去勢ラット十妊婦尿粉末連続注射）

 H．E．染色100×                 H．E．染色100×

図6：卵巣（正常ラット十妊婦尿粉末連続注射）

 H．E．染色100×

    灘灘購 、

    灘雛1

     ．図7：卵巣（正常ラッb十去勢尿粉末連続注射）

      H．E．染色100×
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図8：包皮腺（去勢ラット 無注射）

  H．E．染色100×

1戦
轟

 編

難骸二．

図10：包皮腺（去勢ラット十去勢泉粉末連続注射）

  H．E．染色100×

鰺

認磯鰹繍難

籔
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図9：包皮腺（正常ラット＋食塩水注射）

  H．E．染色100×

  鞭鷺
蒙．

霧．

馨 謬
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劉ρ

 蓋憲礁

図11：包皮腺（去勢ラット＋妊婦尿粉末連続注射）

  H．E．染色100×
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灘駿翼
箋鑛

図12：子宮（正常ラット十食塩水連続注射）

  H．E．染色100×

図13：子宮（下垂体捌出ラッb＋正常婦人尿粉末

  連続注射）H．E．染色100×

図14：子宮（下垂体別出．ラット＋妊婦尿粉末連続

  注射）H．E．染色100×

図15：子宮（下垂体捌出ラット十去勢泉粉末連続

  注射）H．E．染色100×    ・．L
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図16：卵巣（下垂体捌出ラット＋正常婦人尿粉末    図17：卵巣（下垂体乾出ラット＋去勢尿粉末連続

 連続注射）H．E．染色100×            注射）H．E．染色100×

図18：卵巣（下垂体劉出ラット＋妊婦尿粉末遅

 続注射）H．E染色100×
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蘇嚢

図19：子宮（下垂体及卵巣両者捌出ラット＋妊婦

  尿粉末連続注射）H．E．染色100X

図20：子宮（下垂体及卵巣両者捌出ラット＋去

  勢粉末連続注射）H．E．染色100×
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図21：子宮（正常ラッ〉＋正常人尿粉末連続注射）
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図22：A＝妊婦尿粉末（帝臓製）B＝妊婦尿粉末

   C＝去勢尿粉末 D＝PMS（帝臓製）
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